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Currently, fashion design education is conducted targeting 
the physique and taste of young people based on Western 
fashion design theory. In this study, we aimed to build a 
fashion design theory suitable for Asian cultures and the 
body shapes and lifestyles of Asians, based on the education 
curriculum for the Asian region, which is “Universal fashion” 
In this report, we explained the background and nationality, 
age, and presence or absence of disabilities.” In this report, 
we explained the background and contents of fashion shows, 
exhibitions, and symposiums with the themes of “Universal 
fashion” and  “Learning lessons from the past – the beauty 
of tradition and function in Japan” held in China and Korea. 
Through a series of research activities, our study attracted 
the attention of not only people in fashion design education 
but also people in the welfare and healthcare sectors, the 
fashion industry, public institutions, and news media, thus 
confirming to us the importance of our research. In Korea 
and China, people increasingly desire to inherit the 
traditional culture of their countries, and we confirmed the 
necessity of fashion education that is unique to Asia and 














が 1 億 3143 万人となり、高齢人口が１億人を越える世界
で唯一の国となった。韓国が 2017 年に、シンガポールが
2019 年に、タイが 2022 年に高齢社会(※1)に入る(図 1)。
そして高齢社会に入るまでの期間が、日本は 24 年、中国は
23 年、韓国は 18 年、シンガポールは 20 年と日本以上の短
期間で高齢化が進展しているが、高齢社会に対応するため














図 1 世界の高齢化の推移 
2. ファッションデザイン教育に関する情報交換会及び 
ファッションショー・作品展示会への参加 
2-1. 「伝統と現代の美学」作品展への参加   
・主催：韓国ファッション文化協会 












る生地制作を試みた（写真 2）。  
   
写真 1 （左） 着物をリメイクした作品 
写真 2 （右） ジャカード織を用いた播州織素材  
 
2-2. 「高齢社会へ向けての情報交換会」への参加  
・主催：慈雲福祉財団 
・日時：2018 年 9 月 16 日 10：00～17：00   
・場所：韓国大邱インターブルゴ・ホテル 1 階クルラベルホール 
・内容：現在、世界で高齢化が進む中、韓国も例外ではな
い。2050 年には、韓国が世界で第 2 位となり、65 歳以上の
高齢人口比率が高い国となる。「老いていく世界 2015 報告
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上の人口比率は 2050 年に 35.9％で、予想人口 4337 万人の
うち 1557 万人が 65 歳以上になり、日本の 40.1％に次いで
2 位になることが予想される。また、韓国は高齢化速度が




人口減少が予測され、2050 年までに 570 万人減少、世界 7
位の人口減少国になると予想されている（引用：2016 年 03


































         
写真 3（左）パンフレット  写真 4（右）会場の風景 
 
2-3. 「International 21ST Fashion Art Exhibition」 
作品展への参加   
・主催：社）韓国ファッション造形協会 










写真 5（左）「International 21ST Fashion Art Exhibition」 
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－日本の伝統美と機能美－）が評価され、「Artist of the 
year 2018」を受賞した（写真 7.8）。 
    
写真 7.8「Artist of the year 2018」受賞作品 
 




国対外友好合作服務中心、NPO 法人 Philia  
・日時：2018 年 11 月 26 日（月）  
・場所：中国 北京服装学院 
















































写真 11 着物から現代服へ 
 
写真 12 日本の伝統柄をいかしたタウンウェア 
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写真 21 ファッションショー関係者たち 
参考資料 
※1 高齢社会：高齢社会とは、65 歳以上の高齢者が総人口
の 14％以上に達した社会 
